
外 国 貿 易 年 表           

令 和 ３ 年 

（２０２１年） 

大 阪 税 関         



 

凡     例 

 

１．統 計 地 域 

本表には、大阪（本関地区）、堺、岸和田、関西空港、京都、滋賀、舞鶴、宮津、伏木、富山、富

山空港、金沢、七尾、小松空港、敦賀、福井、和歌山、下津及び新宮の各税関官署の管轄地域におけ

る貿易額等を掲載した。 

２．統 計 資 料 

本表は、輸出申告書、輸入申告書、積戻し申告書等の通関上の諸申告書、船用品（機用品）積込承

認申告書及び入港届等を資料とした。 

３．統計計上の範囲 

(1) 本表の普通貿易統計（第 1表～第 8表）には、少額貨物（20万円以下のもの）、一部商品見本

及び宣伝用物品、寄贈品、旅客用品、興行用品、博覧会等への出品物、一部軍関係貨物、運送のた

めに反復使用されるコンテナ類等は含まれない。 

(2) 本表の特殊貿易統計（第 9表、第 10表）には、20万円以下の貨物は含まれない。 

(3) 本表の船舶・航空機統計（第 11表）には、外国貿易船（機）の入港隻（機）数を計上した。 

４．統計計上の時期 

(1) 輸出は、原則として当該貨物を積載した船舶又は航空機の出港の日 

(2) 輸入は、原則として当該貨物の許可、又は承認の日 

(3) 通過貿易及び船（機）用品は、当該貨物を外国往来船(機)に積み込んだ日 

(4) 船舶及び航空機は、当該船舶及び航空機の入港した日 

５．品名の分類基準 

本表の品名は、「国際統一商品分類（ＨＳ）」を基準として財務省が定めた「統計品目表」の番号

を財務省ホームページ（http://www.customs.go.jp/toukei/sankou/code/code.htm）掲載の「概況品

コード表」によって分類したものである。 

６．数 量 

(1) 数量単位は、「統計品目表」の単位を基本とし、単位未満は切り捨てた。ただし、桁数の大きい

ものについては千単位とし、単位未満は四捨五入した。 

(2) 船舶の入港トン数は、純トン数とした。 

７．価 額 

原則として、輸出はＦＯＢ価格（本船甲板渡し価格）、輸入はＣＩＦ価格（運賃・保険料込み価格）

により、単位は千円として単位未満を切り捨てた。 

８．国（地域）名  

原則として、輸出は仕向国（地域）、輸入は原産国（地域）とし、その国名等は財務省が編纂した

「統計国名符号表」による。 

 



 

なお、ＥＵの構成国は以下のとおり。 

［ＥＵ（欧州連合）］（27か国 ※2020年 1月は英国を含む 28か国） 

スウェーデン、デンマーク、アイルランド、オランダ、ベルギー、ルクセンブルク、フラン

ス、ドイツ、ポルトガル、スペイン、イタリア、マルタ、フィンランド、ポーランド、オー

ストリア、ハンガリー、ギリシャ、ルーマニア、ブルガリア、キプロス、エストニア、ラト

ビア、リトアニア、クロアチア、スロベニア、チェコ、スロバキア 

 

（ 備 考 ） 

１．数量又は価額欄中の符号等は、下記の意味を示す。 

「－」は、実績皆無のもの 

「０」は、表示の単位に満たないもの 

「空欄」は、単位を設けていないもの、又は単位が異なっているために集計ができないもの 

２．数量単位略語 

CM…（立方メートル） 

DZ…（ダース） 

GR…（グラム） 

KG…（キログラム） 

KL…（キロリットル） 

L…（リットル） 

M…（メートル） 

MT…（トン） 

NO…（個、本、台等） 

SM…（平方メートル） 

TH…（千本、千枚等） 

 

（本表についてのお問い合わせ先） 

大阪税関 調査部 調査統計課 

〒540-0008 大阪市中央区大手前 4－1－76 大阪合同庁舎第 4号館 4階 

TEL 06-6966-5385 

 

なお、インターネットの税関ホームページ（http://www.customs.go.jp/）では、全国の詳細な貿

易統計データを検索することができます。 

 

 

本表を他に転載する場合は、必ず大阪税関の資料による旨注記して下さい。 
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○輸出総額は12兆4,935億円、伸率は+21.1％で3年ぶりのプラス、全国比15.0％

○輸入総額は11兆5,927億円、伸率は+17.4％で3年ぶりのプラス、全国比13.7％

○差引額は9,008億円、2年連続の出超

【総額トピック参考】

(注） 「伸率」は対前年伸率をいう。

【輸出】 　　品　名 価　額 伸　率

増加品目 1. 半導体等電子部品 24,304億円 +16.4%

2. 半導体等製造装置 4,436億円 +40.2%

3. 電気回路等の機器 5,978億円 +21.2%

4. 科学光学機器 5,561億円 +22.3%

5. コンデンサー 5,374億円 +22.5%

減少品目 1. 石油及び同製品 1,216億円 -15.2%

2. 金（マネタリーゴールドを除く） 236億円 -45.8%

3. 通信機 1,418億円 -5.6%

4. 船舶類 121億円 -39.1%

5. 航空機類 82億円 -44.6%

【輸入】 　　品　名 価　額 伸　率

増加品目 1. 医薬品 11,117億円 +17.7%

2. 天然ガス及び製造ガス 4,993億円 +35.3%

3. 石炭 2,035億円 +133.3%

4. 通信機 6,393億円 +19.4%

5. 非鉄金属 2,565億円 +59.7%

減少品目 1. 織物用糸及び繊維製品 2,723億円 -21.6%

2. 半導体等製造装置 1,078億円 -16.3%

3. 事務用機器 3,019億円 -4.2%

4. 鉄鉱石 69億円 -56.8%

5. 時計及び部分品 175億円 -10.4%

令和3年の管内貿易概況
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２．増減の大きい品目
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○アジア（含中国）

○中国

○ＥＵ

○アメリカ合衆国

３．主要地域国別

価額 伸率

89,588億円 +20.4%

72,904億円 +16.7%

差引 16,684億円 +39.5%

輸入
3年ぶりのプラス

輸出
2年連続のプラス

価額 伸率

34,157億円 +20.3%

40,774億円 +14.1%

差引 -6,617億円 -10.1%

輸出
2年連続のプラス

輸入
3年ぶりのプラス

価額 伸率

11,444億円 +30.6%

12,604億円 +22.6%

差引 -1,160億円 -23.9%

輸出
2年ぶりのプラス

輸入
2年ぶりのプラス

価額 伸率

15,437億円 +24.4%

10,193億円 +15.5%

差引 5,244億円 +46.3%

輸入
2年ぶりのプラス

輸出
3年ぶりのプラス

【輸　出】 　　主要増減品目   価　額     伸　率

増加品目 1. 半導体等電子部品 22,680億円 +15.7%

2. 半導体等製造装置 3,869億円 +41.3%

減少品目 1. 船舶類 4億円 -95.4%

2. 通信機 933億円 -5.1%

【輸　入】 　　主要増減品目   価　額     伸　率

増加品目 1. 通信機 6,152億円 +17.7%

2. 鉄鋼 2,274億円 +58.0%

減少品目 1. 織物用糸及び繊維製品 2,560億円 -22.7%

2. 事務用機器 2,884億円 -2.3%

【輸　出】 　　主要増減品目   価　額     伸　率

増加品目 1. 半導体等電子部品 8,386億円 +12.9%

2. プラスチック 1,683億円 +32.9%

減少品目 1. 音響・映像機器の部分品 275億円 -20.5%

2. 石油及び同製品 114億円 -32.2%

【輸　入】 　　主要増減品目   価　額     伸　率

増加品目 1. 通信機 5,280億円 +13.0%

2. 衣類及び同附属品 4,833億円 +7.3%

減少品目 1. 織物用糸及び繊維製品 1,588億円 -34.0%

2. 事務用機器 2,189億円 -1.5%

【輸　出】 　　主要増減品目   価　額     伸　率

増加品目 1. 自転車及び同部分品 576億円 +61.9%

2. 科学光学機器 671億円 +42.0%

減少品目 1. 通信機 213億円 -19.5%

2. 鉄鋼 22億円 -25.6%

【輸　入】 　　主要増減品目   価　額     伸　率

増加品目 1. 医薬品 5,940億円 +30.7%

2. 航空機類 429億円 +292.7%

減少品目 1. 有機化合物 615億円 -20.5%

2. 半導体等製造装置 60億円 -59.8%

【輸　出】 　　主要増減品目   価　額     伸　率

増加品目 1. 遊戯用具 1,561億円 +23.5%

2. 電池 1,086億円 +34.2%

減少品目 1. 航空機類 56億円 -53.2%

2. 鉄鋼 159億円 -23.2%

【輸　入】 　　主要増減品目   価　額     伸　率

増加品目 1. 天然ガス及び製造ガス 1,417億円 +204.2%

2. 原動機 569億円 +34.3%

減少品目 1. 半導体等製造装置 391億円 -23.3%

2. 科学光学機器 438億円 -14.3%
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